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高
座
渋
谷
駅
西
口
駅
前
広
場
に

”の
ろ
っ
と
“
の
バ
ス
停
を
新
設
し
ま
し
た

協
働
の
拠
点
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

国
土
交
通
省
の
認
可
を
受
け
、
今
年
１
月
１
日

に
高
座
渋
谷
駅
西
口
駅
前
広
場
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
”の
ろ
っ
と
“
の
バ
ス
停
「
２０
ー
1
高
座
渋

谷
駅
西
口
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

南
部
ル
ー
ト
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
新
し
い
時
刻
表
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.c
ity.ya

m
a
to
.

lg
.jp/t-soum

u/kom
ibasu/rt_s.htm

）
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
次
の
場
所
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

配
布
場
所
▼
市
役
所
、
市
立
病
院
、
保
健
福
祉
セ

市
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
厚
木

基
地
の
存
在
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
（
会
長
・

土
屋
侯
保
市
長
）
で
は
、
厚
木
基
地
の
今
後
の
展

望
を
テ
ー
マ
に
、
次
の
と
お
り
「
基
地
問
題
講
演

会
2
0
0
7
」
を
開
催
し
ま
す
。

数
年
来
、
日
米
両
政
府
に
よ
り
協
議
が
続
け
ら

れ
て
い
た
在
日
米
軍
の
再
編
に
つ
い
て
、
昨
年
の

5
月
、
日
米
両
政
府
は
、
在
日
米
軍
再
編
に
関
す

る
最
終
的
な
報
告
と
し
て
「
再
編
実
施
の
た
め
の

日
米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
厚
木
基
地
に
関
し
て
は
、
空
母
艦

載
機
の
ほ
と
ん
ど
が
移
駐
す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
国
の
説
明
な
ど
に
よ
る
と
、
約
７０
〜

８０
機
程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
空
母
艦
載
機
の
う
ち

５９
機
が
移
駐
す
る
と
さ
れ
、
騒
音
被
害
の
主
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
ジ
ェ
ッ
ト
艦
載
機
は
す
べ
て
移

駐
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
で
は
、
厚
木
基
地
の
空
母
艦
載

機
の
移
駐
を
含
む
「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
米
国
政
府
と
取
り
ま

と
め
に
あ
た
っ
た
額
賀
　
志
郎
前
防
衛
庁
長
官
を

招
き
、
在
日
米
軍
再
編
や
空
母
艦
載
機
の
移
駐
、

そ
し
て
厚
木
基
地
の
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

基
地
問
題
講
演
会
2
0
0
7

と
　
　
き
　
2
月
4
日
（
日
）
午
後
１
時
３０
分
〜

と
こ
ろ
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容
　
講
演
「
在
日
米
軍
再
編
に
よ
る
厚
木

基
地
の
今
後
の
展
望
」

定
　
　
員
　
4
0
0
人

講
　
　
師
　
前
防
衛
庁
長
官
　
額
賀
　
志
郎
氏

申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
2
6
1
）

4
5
9
2
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
役
所
基

地
対
策
課
へ
。
先
着
順
。

ご
来
場
の
際
は
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地
対
策

担
当
1（
2
6
0
）5
3
1
0
、

kichi

へ
。

ン
タ
ー
、
各
連
絡
所
、
渋
谷
分
室
、
生
涯
・
つ

き
み
野
・
渋
谷
学
習
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
、
引
地
台
温
水
プ
ー
ル
、
ま
ご
こ
ろ
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
つ
る
舞
の
里
歴
史
資
料
館
、

下
鶴
間
ふ
る
さ
と
館
、
神
奈
川
中
央
交
通
大
和

営
業
所
、
の
ろ
っ
と
車
内
。

※
な
お
、
同
駅
東
口
の
バ
ス
停
「
２０
高
座
渋
谷

駅
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
停
車
し
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
都
市
総
務
課
都
市
政
策

担
当
1（
2
6
0
）5
4
4
7
、

t-soum
u

へ
。

大
和
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
担
う
「
協

働
の
拠
点
運
営
委
員
」
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

市
の
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た

大
和
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
運
営
は
、
市
民

や
市
民
団
体
な
ど
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公

募
の
市
民
で
組
織
さ
れ
た
同
委
員
が
担
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

任

期
▼
平
成
１９
年
4
月
1
日
か
ら
2
年
間
（
最

長
6
年
）
※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

対
象
／
定
員
▼
１６
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
ま
た
は
市
内
で
市
民
活
動
に
参
加
し
て

い
る
人
／
１０
人
程
度
（
選
考
あ
り
）

内

容
▼
月
1
回
の
運
営
会
議
へ
の
出
席
の
ほ

か
、
部
会
、
委
員
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
画

申
し
込
み
▼
2
月
１０
日（
土
）ま
で
に
応
募
用
紙
を

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

※
応
募
用
紙
は
同
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
市
民
活
動

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
大
和
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
1

（
2
6
0
）2
5
8
6
、

yam
ato@

ar.w
akw

ak.

com

ま
た
は
市
役
所
市
民
活
動
課
市
民
活
動
支
援

担
当
1（
2
6
0
）5
1
0
3
、

katudo

へ
。

額
賀
　
志
郎
前
防
衛
庁
長
官
が
講
演

「
基
地
問
題
講
演
会
2
0
0
7
」
を
開
催



イ

ン

フ

ォ

メ

ー

シ

ョ

ン

5 広報やまと 2007.1.15 は各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@city.yamato.lg.jp」を続けてください。

3
月
３１
日
ま
で

内

容
▼
「
広
報
や
ま
と
」
へ
の
寄
稿
を
は
じ

め
、
地
域
の
話
題
の
情
報
提
供
な
ど
市
の
広
報

活
動
に
関
す
る
企
画
、
編
集
、
取
材
な
ど
に
幅

広
く
参
加

申
し
込
み
▼
2
月
２０
日（
火
）（
必
着
）
ま
で
に
応

募
の
動
機
や
取
材
し
て
み
た
い
テ
ー
マ
な
ど
を

4
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
2
4
2
ー

8
6
0
1
市
役
所
広

報
課
へ
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
広
報
課
広
報
担
当

1（
2
6
0
）5
3
1
4
、

kouhou

へ
。

市
民
の
視
点
で
広
報
活
動
に
参
加

ま
ち
か
ど
特
派
員
を
募
集

市
民
の
視
点
か
ら
市
の
広
報
活
動
に
幅
広
く
参

加
し
、
身
近
な
話
題
を
取
材
す
る
「
ま
ち
か
ど
特

派
員
」。
平
成
１８
年
度
は
公
募
に
よ
る
市
民
特
派

員
と
、
高
校
生
特
派
員
と
し
て
大
和
、
大
和
西
、

柏
木
学
園
、
聖
セ
シ
リ
ア
女
子
の
各
校
が
参
加
。

そ
れ
ぞ
れ
「
広
報
や
ま
と
」
で
の
リ
ポ
ー
ト
を
担

当
し
た
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
題
材
に
特

集
記
事
の
企
画
、
取
材
、
編
集
な
ど
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

来
年
度
の
特
派
員
を
募
集
し
ま
す
。
市
の
広
報

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
／
定
員
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
／
若

干
名

委
嘱
期
間
▼
委
嘱
の
日
（
4
月
上
旬
）
か
ら
来
年

市
と
商
工
会
議
所
は
昨
年
１１
月
２２
日
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
「
大
和
市
産
業
人
表
彰
式
」
を
開

催
し
、
各
産
業
の
技
能
功
労
者
な
ど
を
表
彰
し
ま

し
た
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

◆
商
工
優
良
従
業
員
の
部
・
市
長
賞

古
山

ふ

る

や

ま

要
子
（
上
和
田
）、
国
島
真
由
美
（
座
間
市
）、

高
塚

た

か

つ

か

雅
己
（
海
老
名
市
）、
渋
谷
敬
一
（
下
鶴
間
）、

脇
坂
真
紀
（
鶴
間
）、
大
田
久
夫
（
町
田
市
）、

中
島
直
人
（
町
田
市
）、
山
中
勇
二
（
上
和
田
）、

芦
沢
蒸
子

じ

ょ

う

こ

（
下
鶴
間
）、
福
田
雄
二
（
上
和
田
）、

小
野
寺
雄
二
（
下
鶴
間
）、
赤
城
芳
雄
（
上
草
柳
）、

内
山
晧ひ

ろ
し

（
座
間
市
）、
関
弘
樹
（
下
鶴
間
）、
小

板
橋
正
夫
（
川
崎
市
）、
成
田
透と

お
る

（
相
模
原
市
）、

斎
藤
紀
一

き

い

ち

（
横
浜
市
）、
浜
史ふ

み
と

（
町
田
市
）、
古ふ

る

内う

ち

伸
年
（
深
見
）、
鎌
崎

か

ま

さ

き

秋
弘
（
草
柳
）、
森
田

潤
（
墨
田
区
）、
風
間
悦
男
（
厚
木
市
）、
畠
山

は
た
け
や
ま

孝
夫
（
南
林
間
）、
寺
田
進す

す
む

（
海
老
名
市
）、
石

井
正
憲
（
下
和
田
）、
高
橋
明
（
相
模
原
市
）、

佐
藤
誠
（
上
草
柳
）、
大
厩

お

お

ま

や

一
成

か

ず

し

げ

（
伊
勢
原
市
）、

小
林
貴
幸
（
渋
谷
）、
益
子

ま

す

こ

高た
か
し

（
町
田
市
）、
清

水
實
夫

じ

つ

お

（
町
田
市
）、
西
村
茂
二
（
町
田
市
）、

山
本
正
雄
（
下
鶴
間
）、
田
沢
雅
之
（
上
草
柳
）、

石
川
高
司

た

か

し

（
横
浜
市
）、
三
浦
行
雄
（
藤
沢
市
）、

柳
山
勲
（
厚
木
市
）、
相
田

あ

い

た

賢
治
（
厚
木
市
）、

奥
寺
昌
志
（
海
老
名
市
）、
遠
田

え

ん

た

良
和
（
上
草
柳
）、

田
中
明
美
（
下
鶴
間
）、
尾
之
上
昇
（
相
模
原
市
）、

廷
々

て

い

て

い

武
明
（
上
和
田
）、
篠
崎
美
由
紀
（
桜
森
）、

足
達
一
生

い

っ

せ

い

（
中
央
）、
宮
川

み

や

が

わ

紀
子
（
中
央
林
間
）、

斉
藤
美
智
子
（
福
田
）、
大
塚
ひ
ろ
美
（
茅
ヶ
崎

市
）、
大
沼
正
明
（
下
鶴
間
）

◆
技
能
職
功
労
者
の
部
・
市
長
賞

本
間
一
巳
（
西
鶴
間
）、
若
林
嘉
朗
（
柳
橋
）、

古
田
土

こ

だ

と

勝
美

か

つ

み

（
南
林
間
）、
大
村
辰
男
（
上
草
柳
）、

佐
々
木
公
郎

き

み

お

（
中
央
）、
横
田
洋
美

ひ

ろ

み

（
大
和
東
）、

江
藤
新
一
（
中
央
林
間
）、
和
内

わ

う

ち

健
三
（
相
模
原

市
）、
坂
本
紘
司

ひ

ろ

し

（
大
和
東
）、
鈴
木
勝
夫
（
中

央
林
間
）、
山
口
輝
昭
（
南
林
間
）、
野
澤
幾
代

（
西
鶴
間
）、
林
広
子
（
西
鶴
間
）、
吉
野
敏
子

（
西
鶴
間
）

◆
優
秀
技
能
者
の
部
・
市
長
賞

二
瓶
宗
樹

そ

う

じ

ゅ

（
福
田
）、
荻
窪
武
士
（
深
見
）、
中

澤
真
吾
（
深
見
東
）、
下
田
兼
人

か

ね

ひ

と

（
大
和
南
）、

田
中
弘
（
下
鶴
間
）、
上
野
隆
（
上
和
田
）、
大

谷
光
憲
（
下
鶴
間
）、
三
浦
正
（
西
鶴
間
）、
野

田
和
俊
（
福
田
）、
大
石
功
児
（
中
央
）、
坂
下

登
（
中
央
林
間
）、
平
本
正
博
（
大
和
南
）、

市
来

い

ち

き

安
弘
（
下
鶴
間
）、
二
見
保
之
（
上
草
柳
）、

高
波
一
枝
（
鶴
間
）、
小
倉
光
利
（
下
鶴
間
）、

佐
藤
弘
高
（
福
田
）

◆
優
良
工
場
の
部
・
市
長
賞

イ
ー
ス
タ
ン
技
研（
株
）（
福
田
）、（
株
）ホ
ク
エ

ツ
（
深
見
東
）

◆
優
良
小
売
店
舗
の
部
・
市
長
賞

中
村
ガ
ー
デ
ン
（
下
鶴
間
）、（
有
）金
子
宝
泉
堂

（
大
和
東
）

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
産
業
振
興
課
工
業
勤
労

担
当
1（
2
6
0
）5
1
3
5
、

sang
yo

へ
。

平
成
１８
年
度
　
大
和
市
産
業
人
表
彰
式
を
開
催

市の公共施設などをバスで回り、見学

する施設めぐりの参加者を募集します。

午前は歴史に触れることができる施設、

午後は市のごみ処理の現場を巡ります。

昼食後は、市長との懇談も予定していま

すので、この機会にぜひご参加ください。

と きs2月14日（水）午前9時5分に市

役所正面玄関集合、午後3時30分ごろ

市役所解散

見学先s下鶴間ふるさと館、つる舞の里

歴史資料館、消防署、環境管理センタ

ー、柳橋エコセンター

対象／定員s市内在住・在勤・在学・在

活動者／25人

申し込みs1月31日（水）までに電話で市

役所広報課へ。先着順。

※昼食は市で用意します。

◇

問い合わせは、市役所広報課広報担当
1（260）5314、 kouhouへ。

午前は歴史、午後はごみ処理の現場へ

「施設めぐり」の
参加者を募集


